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各地本委員長殿 

東海労名古屋地本からの支援物資（水と水タンク） 

ＪＲ総連を経由し仙台地本へ届ける！ 
 

 4月 7日、23時 32分ごろ宮城沖で発生したＭ７．４の地震は東北地方のライフライン（水

道、電気、ガス）が停止する被害をもたらしました。仙台地本管内の古川社宅や小牛田地

区では、一旦復旧した水道と電気が再び停止し、日常生活に影響が出ています。特に古川

社宅では、水道タンクが破損し水道水は飲み水や食事などには使用できない状況です。 

 そのような状況の中、本部は仙台地本との連携のもと、昨日ＪＲ総連に保管してあった

東海労名古屋地本から届けられた水（２０㍑入りタンク８０個）と２０㍑タンク４０個を

持って出発しました。昨日の夜仙台地本に到着し、本日朝から古川社宅と小牛田支部に届

けました。古川社宅では、奥さんから「蛇口がついたポリタンクが届いて感謝しています」

とお礼の声が届いています。 

東日本の地域では東日本震災や原発事故によって、ペットボトルの水やポリタンクなど

の物資が不足しています。そのため、ＪＲ総連を通して加盟単組の仲間から多くの物資が

届けられています。ＪＲ総連の仲間の皆さんの支援に感謝します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東労組本部 


